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1. 平成28年3月期第2四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第2四半期 13,948 15.6 123 249.1 74 21.8 76 12.6
27年3月期第2四半期 12,063 52.3 35 ― 61 ― 68 ―

（注）包括利益 28年3月期第2四半期 62百万円 （△69.9％） 27年3月期第2四半期 208百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第2四半期 4.52 ―
27年3月期第2四半期 4.01 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第2四半期 35,064 7,169 20.4
27年3月期 30,164 7,140 23.7
（参考）自己資本 28年3月期第2四半期 7,169百万円 27年3月期 7,140百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 2.00 2.00
28年3月期 ― ―
28年3月期（予想） ― 2.00 2.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,500 14.2 250 84.9 200 68.3 200 50.3 11.79



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示において、四半期連結財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及
び業績予測の利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定常的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期2Q 22,530,000 株 27年3月期 22,530,000 株
② 期末自己株式数 28年3月期2Q 5,573,411 株 27年3月期 5,573,339 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期2Q 16,956,637 株 27年3月期2Q 16,958,060 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府、日銀による経済・金融政策を背景に企業収益や設備投

資、雇用・所得環境には改善が見られたものの、個人消費については賃上げの効果が消費に十分に波及しておら

ず、節約志向の継続等により低調に推移しました。一方、世界経済においては、米国経済が底堅い回復をみせ、欧

州もギリシャ問題が当面は沈静化し、先進国を中心に緩やかに回復してまいりました。しかしながら、中国経済の

減速懸念とそれを契機とした株式市場の不安定化などが背景となり、新興国経済の減速感が強まっており、経済環

境は先行き不透明な状況が続きました。

 このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、新造船工事において、前年同四半期

と比べ売上対象船が2隻減少（12隻→10隻）しましたが、船種の違い等により１隻当たりの売上高が増加し、売上

高は139億48百万円（前年同四半期比15.6%増）、営業利益は1億23百万円（前年同四半期比249.1%増）、経常利益

は74百万円（前年同四半期比21.8%増）、四半期純利益は76百万円（前年同四半期比12.6%増）となり前年同四半期

と比べ増収増益となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他 合計
調整額

（注）

四半期連結損益

計算書計上額船舶事業

売上高 13,692 417 14,110 △161 13,948

セグメント利益又は

損失（△）
575 △0 575 △452 123

（注）セグメント利益又は損失（△）の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

①船舶事業

 新造船工事につきましては、新しい規制導入を回避する目的で、受注環境は一時的・部分的に好転しました

が、世界的な船腹過剰は改善されておらず、新造船発注の動きが鈍化傾向にあることから、船価の回復には至り

ませんでした。

 改修船工事につきましても、海運市況の低迷から工事費用が抑制され、国内及び国外造船所との熾烈な競争を

強いられ、受注・採算面ともに厳しい状況が続きました。

 このような状況のもと、当社は引き続き２工場（瀬戸田工場、因島工場）体制の強みを活かした効率的な生産

活動と徹底したコストダウンに努め、環境面に配慮した省エネ船（エコシップ）の開発にも注力してまいりまし

た。さらに、長年培った技術力・設計力を活かし、顧客・市場のニーズにあった自動車運搬船、ＲＯＲＯ船やフ

ェリーなど多種多様な船種船型に取り組み、積極的に開発、営業活動を推進してまいりました。

 この結果、当第2四半期連結累計期間の船舶事業全体の業績につきましては、売上高136億92百万円（前年同四

半期比15.9%増）、セグメント利益5億75百万円（前年同四半期比27.0%増）となりました。受注につきまして

は、貨物船、フェリー、自動車運搬船6隻他で218億70百万円を受注し、受注残高は、新造船19隻他で544億62百

万円（前年同四半期比14.4%増）となりました。

 

②その他

 陸上・サービス事業につきましては、公共・民間設備投資は、緩やかに持ち直しているものの、地域経済への

景気波及の遅れなどにより、依然として低水準で推移し厳しい経営環境が続きました。

 このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高4億17百万円（前年同四半期

比5.0%増）、セグメント損失0百万円（前年同四半期はセグメント利益1百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（連結財政状態）

（単位：百万円）

 
前連結会計年度

（平成27年3月31日）

当第2四半期連結会計期間

（平成27年9月30日）
増減

総資産 30,164 35,064 4,900

負債 23,023 27,895 4,871

純資産 7,140 7,169 28

 

 総資産は、前連結会計年度末の301億64百万円から49億0百万円増加し、350億64百万円となりました。

 これは主に、現金及び預金、受取手形及び売掛金の増加等によるものであります。

 

 負債は、前連結会計年度末の230億23百万円から48億71百万円増加し、278億95百万円となりました。

 これは主に、前受金、長期借入金の増加等によるものであります。

 

 純資産は、前連結会計年度末の71億40百万円から28百万円増加し、71億69百万円となりました。

 これは主に、利益剰余金の増加等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、平成27年5月11日に公表いたしました業績予想の数値からは変更ありませ

ん。

 なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示いたします。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

  （企業結合に関する会計基準等の適用）

    「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年9月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年9月13日)及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号 平成

25年9月13日）等を、第1四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支

配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第2四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年3月31日) 
当第2四半期連結会計期間 

(平成27年9月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,956 7,495 

受取手形及び売掛金 11,275 13,706 

商品 2 1 

仕掛品 218 349 

原材料及び貯蔵品 106 118 

その他 1,294 1,141 

貸倒引当金 △8 △6 

流動資産合計 17,845 22,805 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,310 2,245 

構築物（純額） 1,113 1,080 

機械装置及び運搬具（純額） 1,330 1,254 

土地 4,601 4,601 

その他（純額） 390 566 

有形固定資産合計 9,746 9,748 

無形固定資産    

その他 64 46 

無形固定資産合計 64 46 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,365 2,307 

退職給付に係る資産 111 101 

その他 116 171 

貸倒引当金 △85 △116 

投資その他の資産合計 2,507 2,464 

固定資産合計 12,318 12,259 

資産合計 30,164 35,064 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年3月31日) 
当第2四半期連結会計期間 

(平成27年9月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,310 6,790 

短期借入金 3,436 3,662 

未払費用 884 954 

未払法人税等 17 12 

前受金 3,700 7,017 

工事損失引当金 786 306 

船舶保証工事引当金 429 285 

その他 173 348 

流動負債合計 15,737 19,377 

固定負債    

長期借入金 4,322 5,687 

再評価に係る繰延税金負債 844 844 

退職給付に係る負債 1,561 1,478 

資産除去債務 66 66 

その他 490 441 

固定負債合計 7,285 8,517 

負債合計 23,023 27,895 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,200 1,200 

資本剰余金 672 672 

利益剰余金 5,322 5,365 

自己株式 △2,016 △2,016 

株主資本合計 5,178 5,221 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 456 442 

土地再評価差額金 1,543 1,543 

退職給付に係る調整累計額 △37 △37 

その他の包括利益累計額合計 1,962 1,948 

純資産合計 7,140 7,169 

負債純資産合計 30,164 35,064 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 
 至 平成26年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成27年4月 1日 

 至 平成27年9月30日) 

売上高 12,063 13,948 

売上原価 11,473 13,246 

売上総利益 590 702 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 130 126 

その他 423 452 

販売費及び一般管理費合計 554 579 

営業利益 35 123 

営業外収益    

受取配当金 9 9 

為替差益 84 34 

受取地代家賃 8 9 

その他 4 3 

営業外収益合計 106 57 

営業外費用    

支払利息 51 50 

支払保証料 23 7 

貸倒引当金繰入額 － 30 

その他 6 17 

営業外費用合計 81 105 

経常利益 61 74 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産除却損 0 3 

特別損失合計 0 3 

税金等調整前四半期純利益 60 71 

法人税、住民税及び事業税 5 3 

法人税等調整額 △13 △8 

法人税等合計 △7 △5 

四半期純利益 68 76 

親会社株主に帰属する四半期純利益 68 76 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成26年4月 1日 
 至 平成26年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成27年4月 1日 

 至 平成27年9月30日) 

四半期純利益 68 76 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 80 △13 

退職給付に係る調整額 67 △0 

繰延ヘッジ損益 △7 － 

その他の包括利益合計 140 △13 

四半期包括利益 208 62 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 208 62 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。
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平成２７年１０月３０日  

                                                                          内海造船株式会社 

                                                                                （コード番号７０１８） 

 

平成２８年３月期第２四半期決算の概要 

 

１．当第２四半期の業績について 

    当第２四半期は下表のとおり、前期に比べて、個別、連結とも増収増益の決算となった。 

 （百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

 

売 

 

上 

 

高 

 

 

個 

 

 

別 

船 

舶 

事 

業 

新 造 船 （１２隻）  １０，３７９ （１０隻）  １２，２４６ （△２隻）  １，８６６

改 修 船 （４４隻）   １，２２６ （４５隻）   １，３３８ （  １隻）    １１２

そ の 他 １７９ ７７ △１０１

計 １１，７８５ １３，６６２ １，８７６

そ の 他 ３７ ４１ ４

計 １１，８２２ １３，７０３ １，８８１

連         結 １２，０６３ １３，９４８ １，８８４

  （注）個別・連結売上高の増収要因は、新造船工事の売上対象船が前第２四半期に比べて２隻（１２隻→１０隻）減少したも

のの船種違い及び建造工程の関係から1隻あたりの売上高が増加したこと等による。 

（百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

 

 損 

 

 

 益 

営  業 

利  益 

個 別 ３０ １２３ ９２

連 結 ３５ １２３ ８７

経  常 

利  益 

個 別 ５６ ７５ １８

連 結 ６１ ７４ １３

四半期 

純利益 

個 別 ６６ ７４ ８

連 結 ６８ ７６ ８

（注）個別・連結損益の増益要因は、新造船工事の売上対象船が前第２四半期に比べて２隻（１２隻→１０隻）減少したもの

の船種違い及び建造工程の関係から1隻あたりの売上高が増加したこと等による。 

 

２．船舶事業の受注状況について 

新造船工事については、新しい規制導入を回避する目的で、受注環境は一時的・部分的に好転したが、世界的な船腹

過剰は改善されておらず、新造船発注の動きが鈍化傾向にあることから、船価の回復には至らなかった。 

改修船工事についても、海運市況の低迷から工事費用が抑制され、国内及び国外造船所との熾烈な競争を強いられ、

受注・採算面ともに厳しい状況が続いた。 

このような状況のもと、受注については、貨物船、フェリー、自動車運搬船６隻他で２１８億７０百万円を受注し、受注残

高は、新造船１９隻他で５４４億６２百万円（前年同四半期比 １４．４％増）となった。 

 

                                         （単位：百万円） 

 前第２四半期 当第２四半期 

受注隻数 ４ ６

受注高 １７，４０１ ２１，８７０

受注残隻数 １７ １９

受注残高（百万円） ４７，６１４ ５４，４６２

 

 

－１－ 



 

３．平成２８年３月期の業績予想について 

通期の業績予想については、平成２７年５月１１日に公表した業績予想からの変更はない。 

なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示する。 

 

                                 （単位：百万円） 

区 分 
通期（予想） 

個  別 連  結 

売 上 高 ２９，０００ ２９，５００

営 業 利 益 ２５０ ２５０

経 常 利 益 ２００ ２００

当 期 純 利 益 ２００ ２００

 

 

 

 

 

 

 

 

（おわり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 
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